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国際交流・韓国

国際交流員　金
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太宰府市華道連盟
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 （国分区）  池坊

　皆さん、こんにちは！　５月号に続き、今回も太宰府市の姉妹都市で
ある韓国の扶

プ ヨ

餘郡
グン

に関する話をさせていただきたいと思います。
　日本語を勉強している私が以前から気になっていることがありました。
姉妹都市の紹介をするたびに「扶餘郡は、古代国家・百

く だ ら

済の最後の都があっ
たところです」と話しますが、そもそも「百済」はなぜ「くだら」と読むの
だろう？という疑問がいつも頭から離れませんでした。
　韓国語では「百済」を韓国語の音

おん

読みで「ペ ク チェ」と言います。「それ
では、日本語で『ひゃくさい』と読んだほうが日本語的に正しい読み方で
はないかな？」と思っていたころ、ちょうど扶餘へ行く機会があり、扶餘
郡内を回ってみたら、구드래（グドゥレ）と
いうところがあることを知りました。
 　「구드래（グドゥレ）」は、扶

プ ソ

蘇山
サン

の西側の
麓
ふもと

にある、白
ペン

馬
マ

江
ガン

とその一帯のことを言い
ます。諸説ありますが、昔、百済と交流を
していた倭の船が、百済の都・泗

サ

沘
ビ

に入っ
ていくための窓口であった「グドゥレ」の渡
し場に訪れていたことから日本の人びとに
伝わり、今の「くだら」になったのではないかと推測されているようです。
　現在、グドゥレ一帯は、白馬江と扶蘇山周辺の風景を楽しめる遊覧船
の船

ふな

着き場として使われており、その周辺はグドゥレ彫刻公園として造
成されています。扶餘郡の人びとの安らぎの場として、また扶餘の街並
みを楽しむ観光客が訪れる場所としても人気があります。
　このように、日本と韓国は、古代から友好国としてさまざまな交流が
行われてきました。お互いの行き来があったからこそ、現在の太宰府と
扶餘の関係が生まれたのではないかと思います。

扶蘇山から見た白馬江
とその一帯


